
 

 

 

 

 

 

                                       

 

 

 

 

 

 

 

 今年も、地域の先生方から貴重な学びの機会をいただいております。豊かな体験活動を通して、子ども

達がＳＤＧｓを意識しつつ、「社会性」「人間関係形成力」を高めてほしいと考えております。 

５月２８日（金）、昭和地区農地・水環境保全会の皆様にご指導いただき、５・６年生が田植えを体

験しました。植えたのは餅米ヒメノモチで、「草取り」や「稲刈り」なども体験します。子ども達は、

実に生き生きと楽しそうで、さすがに６年生は作業が速く、かなりほめられていました。 

今年も田んぼを区切り、「完全無農薬」と「通常の半分以下の農薬」で育て、生育の違いを観察する

とのことです。昭和地区農地・水環境保全会のこのような研究的な取り組みは、子ども達にも職員にも、

貴重な学びの機会をいただいていると思います。誠にありがとうございました。 

５月３１日（月）、高砂会の皆様にご指導いただき、里芋を植えました。今年も「３密」を避けるた

め、１・６年、４・５年、２・３年を１～３校時に分けて行いました。溝を掘って肥料を入れ、マルチ

を設置して穴をあけ、水を差し、苗を植えます。実に丁寧にわかりやすく教えてくださいました。 

以前は全校生が一緒に植えていたのですが、１～３校時に分けて行うことになり、高砂会の皆様には

ご負担をおかけしております。しかし、鍛えられているから大丈夫とのこと。本当にさすがです。高砂

会の皆様、誠にありがとうございました。年々若々しくなっていらっしゃると思います！ 
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＜御 礼＞ 

昭和地区農地・水環境保全会の皆様のご協力で田植え作業、高砂会の皆様のご協力で里芋苗植え付

け作業ができました。なお、畑の耕耘や堆肥等、中洞の新野様には多大なご支援をいただきました。

今年も豊川建設様より消毒液とマスクをご寄贈いただきました。誠にありがとうございました。 

1 火 ＡＬＴ（中高） クラブ 11 金  21 月 水泳 

2 水 心のアンケート 12 土  22 火 ＡＬＴ（中高） 委員会 

3 木 特別日課４時限 13 日  23 水  

4 金  14 月  24 木 ＡＬＴ（高） 

5 土  15 火 ＡＬＴ（中高） クラブ 25 金 ４年山形見学 田の草取り 

6 日 オリパラ聖火リレー 16 水 芸術鑑賞教室 全校国語テ 26 土 Ｐ４年親子行事 

7 月 人権の花植え 17 木 ＡＬＴ（高） 宿泊体験学習 27 日  

8 火 ＡＬＴ（中高） 委員会 18 金 1～3年遠足 宿泊体験学習 28 月 水泳 

9 水 ＡＬＴ（中高） 

不審者対応学習 

19 土 添川読書の日 

 

29 火 ＡＬＴ（中高） クラブ 

全校算数テスト 

10 木 ＡＬＴ（高） 20 日  30 水 水泳 

＜ミニコラム＞ 子どもの心とことばを育てるために（その１４） 

家庭は子どもの「共感能力」を育てるところ 
 「共感能力」は、人間の赤ちゃんには、もともとそなわっているものです。現に、赤ちゃんは世話をし

てくれる人と同じ表情をするものです。母親がミルクを与えながら笑顔を見せれば笑い、ストレスでイラ

イラしながらおしめをかえれば、ムスッとした顔になるのです。赤ちゃんは、母親の表情をまねするとい

う行為で「感情を共有」するのです。そして、「共感能力」は訓練しないと退化し、はぐくんであげれば、

さらにその能力は高まります。 

 それはちょうど、日本人の赤ちゃんがもともと英語の発音を正確に聞きとり、発声できる能力を持って

いても、英語環境にいなくて、その能力を使わないと、正確に聞きとり発声できなくなるのと同じです。 

 家庭でまず「共感」することを教えなければ、子どもは徐々に「共感能力」が落ちていきます。「共感

能力」は、本能ではありません。だれかが教えないかぎり、身につかない能力なのです。家庭内で子ども

が共感され、共感する体験をたくさん持たなければ、子どもは「共感できない子ども」に育ってしまいま

す。 

 ４歳ころ、子どもは「相手の立場に立って考える」ことができはじめます。幼児期は「共感能力」を育

てるゴールデンタイムと言えます。反抗的になる思春期まえに、この能力をできるだけ高めることが大切

です。思春期は「自己中心的になりやすい」時期だからです。 

 思春期は、親の側から見ると、子どもは「いったい何を考えているのかわからない」「親の言うことは

まつたく聞いてくれない」最後は「自分勝手にやっているのだから、けっきょくあなたが悪いのよ」とな

ってしまいます。しかし、この時期の「共感」がいちばん大切なのです。子どもが「共感能力」を身につ

けられず、家庭で深い人間関係を築けなければ、外でよい人間関係を築くことがたいへんむずかしくなり

ます。 

（えじそんブックレット②『今、親にできること～よりよい親子関係のために～』高山惠子著、山洋社） 

 生徒指導の３つの機能「自己決定（自己指導力）」「自己存在感（自尊感情）」「共感的な人間関係（人間的ふ

れあい）」を大切に児童生徒への指導にあたること、教師は常々心がけていることです。ＡＤＨＤに詳しい高山

先生の著作から、「共感する」ことの奥の深さを改めて考えさせられます。 


